
医
療
政
策
の
論
客
が
愛
唱

す
る
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
里

今
年
、
創
立
印
周
乞
迎
え
る
日
本
福

祉
大
学
。
こ
の
4
月
に
学
長
に
'
糖
し
た

二
査
は
医
療
讐
・
鑒
学
璽
す

る
傍
ら
、
メ
デ
ィ
ア
で
医
療
・
蛮
肇

に
つ
い
て
発
言
す
る
機
会
.
い
。
最
近

で
は
日
本
の
T
P
P
参
加
が
も
た
ら
藁

価
塵
を
零
 
1

日
本
糎
大
学
は
社
厶
県
系
の
4
年

制
大
学
と
し
て
は
「
老
舗
。
だ
が
、
少

元
の
進
展
で
「
地
方
の
中
凝
私
立
大

学
を
経
営
す
る
舵
取
り
は
姦
だ
進

学
に
お
い
て
地
兀
喬
が
強
か
っ
た
中
部

圏
の
受
験
生
1
圏
、
僕
匪
匿
に
流
れ

る
雋
に
あ
る
。

「
た
だ
、
一
般
的
に
医
療
は
永
遠
の

成
長
産
茎
と
言
わ
れ
て
い
る
医
療
、

雀
、
嘗
な
ど
を
含
ん
だ
広
巽
の
ふ

く
し
一
分
野
ヘ
人
材
を
送
苗
せ
る
わ
れ

わ
れ
は
と
て
ー
な
径
に
あ
る
」
と

二
木
は
言
っ
。

「
福
祉
」
か
ら
「
ふ
く
し
」
ヘ
と
ウ
ィ

ン
グ
を
広
げ
る
た
め
二
木
に
課
せ
ら
れ
た

任
務
は
、
 
2
0
1
5
年
の
「
轟
キ
ャ
ン

パ
ス
」
覗
腎
同
地
で
の
1
部
瓢
眠

.
介
護
の
オ
ビ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
日
本
福
祉
大
学
.
新
学
長
に
宿
る
「
人
情
」
。

医

懲
だ
地
兀
・
東

海
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
宝
又
け
た
姦
太

田
川
駅
周
辺
の
大
規

警
開
発
の
目
玉
で

も
あ
る
。
隣
学
る

知
多
市
と
張
市
の

市
民
病
院
を
統
合
、

2
7
科
約
4
7
0
床

で
巧
蛋
に
毘
予

定
の
西
知
嘉
合

病
院
が
ー

の
ー
の
中
心

と
な
る
こ
と
を
祭

す
る
そ
れ
と
同
時

に
経
事
部
と
国
際

禦
開
発
学
部
轟

転
さ
せ
る
が
、
そ
の

狙
い
は
こ
、
是
。

「
経
済
学
部
は
東
海
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

を
機
に
地
域
経
済
と
穩
、
医
の

経
営
を
学
ぶ
こ
と
を
特
に
重
視
し
ま
す
。

か
な
裂
の
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
よ

ー
ー
の
張
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

徹
底
し
、
中
身
の
改
革
を
き
つ
ち
り
や

る
」
と
意
気
込
む
。

二
木
は
2
0
2
5
1
3
。
年
に
訪
れ
る
少

喜
化
の
ピ
ー
ク
を
乗
り
越
え
ら
れ
れ

ぱ
、
日
本
鞭
大
学
の
生
き
残
り
は
可
能

と
見
る
。
そ
れ
に
備
え
る
べ
く
蛋
長
・

学
長
の
諮
問
組
織
と
し
て
「
日
本
湿
大

学
翁
ビ
ジ
ョ
ン
貫
合
を
立
1
げ
、

教
職
員
が
定
年
ま
で
安
心
し
て
働
け
る

、
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
2
年
以
内
に
篭
す
る
。

教
員
と
寶
は
完
全
に
平
等
。
羣
・
中

堅
主
体
の
開
か
れ
た
組
織
に
し
、
實
以

外
の
合
由
に
参
加
で
き
る

「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
を
第
一
の
校
歌

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
て
器
明
宏
さ
ん

に
先
日
手
紙
喜
い
た
の
で
す
ま
だ
お

返
事
は
い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
が
・
:
:
・
」

日
本
鞭
大
学
が
創
き
れ
た
1
9
5

0
1
ぎ
舞
台
に
し
た
こ
の
竺

木
は
鉛
年
以
書
し
て
き
た
。
曲
の
ヒ
ッ

ト
は
当
時
、
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
」
と
さ
げ
す

ま
れ
て
い
た
日
雇
い
、
符
者
の
誇
!
尊

墜
高
め
た
。
「
ど
ん
な
福
祉
の
理
論
よ

ー
の
地
位
を
高
め
、
ど
ん
な
穰

よ
り
も
役
に
立
っ
た
」
と
二
木
は
考
え

る
。
大
学
の
「
建
学
の
篇
」
に
も
姦

す
る
と
思
い
、
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
、
ビ

で
自
ら
歌
っ
こ
と
乱
画
し
て

デい
る
。
実
証
分
析
に
基
づ
i
鋭
い
論が

官
し
て
知
ら
れ
る
二
木
の
「
人
情
」

の
t
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
(
)

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
.
竹
内
一
晴

福
学
キ

し
た
ほ
、
子
よ
い
国
際
奪
開
発
学
部

は
中
部
国
廃
=
港
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く

な
り
国
際
的
な
語
が
し
や
す
く
な
る
」

二
木
の
本
領
は
ソ
フ
ト
の
望
プ
ラ
ン

に
、
よ
.
に
現
れ
て
い
る
。

「
箱
モ
ノ
だ
け
で
?
「
1
視
を
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